
 
 

 

 

 
名古屋大学大学院情報学研究科の泉田 勇輝 助教は、低温度差スターリングエンジン注 1）

を非線形力学系注 2）としてモデル化し、その回転メカニズムを理論的に説明しました。 

低温度差スターリングエンジンは、手のひらの温かさと室温程度の温度差で動くエンジン

です。このような身の回りの熱エネルギーを有効利用するテクノロジーは、持続可能社会の

ための基礎的なテクノロジーとして重要です。これまで、より低温度差で動くエンジンを目

指して改良が重ねられるとともに、多くの理論的な研究が行われてきています。しかし、低

温度差スターリングエンジンが温度差によってどのようなメカニズムで回転するのか、シン

プルかつ本質を捉えた物理的な説明は与えられていませんでした。 

本研究では、低温度差スターリングエンジンにおけるダイナミクスの特徴を再現するシン

プルな運動方程式を導き、エンジンを「温度差で駆動する非線形振り子注 3」」として記述しま

した。エンジンの運動は、回転状態と静止状態のどちらかの安定した状態に落ち着きますが、

これらの状態は、方程式の安定なリミットサイクル注 4）と安定な固定点注 5）として記述できま

す。回転状態と静止状態は、温度差が十分大きい場合は共存しています。一方、温度差が小

さくなり過ぎると、エンジンの回転運動はある温度差で消失してしまうことが知られていま

す。このようなエンジンの回転運動の消失が、非線形力学系の解の分岐注 6）現象として捉え

られることを示しました。 

本研究で得られた成果は、低温度差スターリングエンジンの理解・制御・設計に重要な知

見を与えるものであり、本研究の理論的な予測を検証する実験が望まれます。また、今後の

スターリングエンジンの研究にもインパクトを与えるものと期待されます。 

この研究成果は、平成 30 年 5 月 9 日付の科学雑誌「EPL」オンライン版に掲載されまし

た。 

なお、本研究は日本学術振興会科学研究費助成事業 16K17765 の助成を受けたものです。 

持続可能社会に貢献！「手のひらの上で動く」低温度差 

スターリングエンジンの回転メカニズムを理論的に説明 











http://iopscience.iop.org/article/10.1209/0295-5075/121/50004/meta

